

















































































































































































































平静 9６．０ 9２．１ 9９．６ 9９．５ 1００．０ 1００．０ 1００．０
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悲しみ ８３ ２ 6９ ４ 9２ ０ 9１ ０ 9６．０ 9６．１ 9８．０一口一 z均 ８６ ８ 7６ ３ 9３ ２ 9２ ８ ９６．０ 9６．５ ９７．８
学位論文審査結果の要旨
平成１７年１月２５曰に第１回学位論文審査委員会を開催、１月２７曰に口頭発表その後に第２回審査委
員会を開催し、慎重審議の結果以下の通り判定し○なお、口頭発表における質疑を最終試験に代えるものと
した。
本論文は、ペットロボットを導入し、ペットロボットを撫でながら音声入力をしてもらうことにより、不
特定話者の感情認識を行うシステムを提案した。これまで、特定話者の感情認識であれば、音声入力から韻
律情報と音韻情報を求め、マハラノピス距離を用いることにより実用的な信頼度で認識ができたが、不特定
多数の被験者の感情認識を行うことはできなかった。提案手法は、撫で方の近似しているものを同じパター
ンとして認識させるために、撫で方のパターンに量子化と標準化を施し、同一人物の撫で方のパターン内、
頻度の高いパターンが他人の頻度に出てくるパターンと一致することが殆どないという特性を用いて、頻度
の高い撫で方のパターンから被験者を分類し、各パターンごとに各感情の韻律情報のデータベースを付加し
て、マハラノビス距離を求めて感情認識するものである。これにより、不特定話者の感情認識が３０％以上
向上したことを実験により示した。
以上の研究成果は、感情認識の研究に大きく貢献するものであり、本論文は博士（工学）に値するものと
判定した。
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